
ユーザーズマニュアル





はじめに

このたびは「瞬簡 PDF 書けまっせ 8」をお求めいただきありがとうございました。心よりお礼申し上げます。

本マニュアルは、「瞬簡 PDF 書けまっせ 8」の使用方法について解説したものです。本マニュアルは、本製品を

お使いになるユーザーが、Windowsオペレーティングシステムに関する最低限の操作方法（マウスの操作方法

等）や用語（クリック、ドラッグ、フォルダー等）を既に修得／理解されていることを前提にしています。その

ため、Windowsオペレーティングシステムの使用方法の説明は省略しています。Windowsオペレーティングシス
テムの使用方法については、オペレーティングシステムに付属のマニュアル／ヘルプ、関連書籍等を参照してく

ださい。

マニュアルの構成

本マニュアルは、以下のように構成されています。

● 1 製品の仕様
 

本製品の概要、動作環境、制限事項、ユーザーサポートなど、本製品を利用される前に理解していただきた

いことについて説明します。
 

 
● 2 操作の基本と操作のあらすじ

 

本製品のインストール・アンインストール、画面構成と操作のメニューの構成、起動から簡単な編集操作を

して終了するまでのあらすじを説明します。
 

 
● 3 製品機能の説明

 

本製品の機能と使い方全般について説明します。概ね機能ごとに見出しを立てて分けています。機能はリ

ボンのタブに分類されて登録されていますが、一つの機能に対して複数の操作方法があるためリボンの機能

の並びと本マニュアルの機能の並びは必ずしも一対一には対応していません。説明の中にできるだけ関連

の参照箇所を示していますので、必要に応じて参照箇所もご覧ください。

著作権について

本書とソフトウェア、及びそれらに記載されている内容は、著作権法によって保護されています。本書の内容の

一部、または全部をアンテナハウス株式会社の書面による許可なく、複製、送信、情報検索のために保存するこ

と、日本語以外の言語に翻訳することを禁じます。

● Adobe、Adobe Acrobatは、米国Adobe Systems Inc.の各国における商標、または登録商標です。
● Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
● 本文中に現れる会社名、製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。

製品の保証について

ユーザーが、本ソフトウェア、及びマニュアルを使用することによって生じた、または使用できないことによっ

て生じたすべての損害について、アンテナハウス株式会社、またはその代理人が有形または無形の責任を負うこ

とは一切ありません。
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一般的な注意事項

本書で使用している図版は、それぞれ典型的な例であり、実際にソフトウェアを利用している最中の画面、また

は実物と一致しない場合があります。また、本書、及びソフトウェアに記載されている事項は、将来改良のた

め、予告なく変更されることがあります。あらかじめご了承ください。
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1 製品の仕様



1–1 用紙PDF、書き込める内容、保存および出力されるファイル

本製品は、任意の PDFを読み込んで用紙／台紙とし、そのページ上にテキスト、図形、画像などを自由に配置し

て、用紙 PDFの内容に重ねて印刷したり、用紙 PDFと一体化した新しい PDFを出力したりするツールです。

● PDFファイルのほか、画像ファイルも用紙として使用できます。このマニュアルでは、用紙として使う PDF

と用紙として使う画像ファイルを総称して「用紙PDF」と呼びます。
● 用紙 PDFに書き込むテキストや図形、画像などを総称して「オブジェクト」と呼びます。
● 本製品で読み込んだり、保存したり、出力したりできるファイルの詳細は、1–2 読み込み、保存、出力で

きるファイル形式を参照してください。

用紙 PDFとオブジェクトの関係は図 1･1 用紙PDFとオブジェクトの関係のように表せます。「瞬簡 PDF 書け

まっせ 8」は編集画面や PDF出力では用紙 PDFとオブジェクトが重ねて表示されます。但し、既に用意されてい
る書式に印刷するために、オブジェクトだけを印刷する設定もあります。

図 1･1 用紙 PDFとオブジェクトの関係

図のオブジェクトには分かりやすいように背景色を設定しています。
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1–1–1 オブジェクトの概要

オブジェクトの作成は、オブジェクトギャラリーから選択して用紙 PDFの上に配置するか、リボン上に用意され
ているコマンドを選択して行います。

図 1･2 リボン「ホーム」のオブジェクトボンと、オブジェクトギャラリー

「瞬簡 PDF 書けまっせ 8」で作成できるオブジェクトの概要は次のとおりです。（アンダーラインを引いた名称

がオブジェクトの種類です。）

テキストボックス

用紙 PDFにテキストを書き込むには、テキストボックスという四角の領域を作成してその中に文字を入力し

ます。テキストボックスは用紙 PDFの任意の位置にマウスでドラッグして作成します。罫線で囲まれた領

域を自動認識してテキストボックスを作成する機能もあります。テキストボックスに対しては、背景色や境

界線の色、テキストボックスの中でのテキストの配置（上下・左右への寄せなど）、計算式などを指定でき

ます。テキストに対してはフォントの種類、フォントサイズ、色を指定できます。
 

詳しくは 3–11 テキストボックスの作成と操作、3–13 テキストボックスの書式などを参照してください。
 

横書きテキストボックス、縦書きテキストボックス

テーブル

テーブルは、表計算ソフトのように、テキストボックスをセルとして行と列に並べたオブジェクトです。テ

ーブルのセルをダブルクリックしてテキストを入力できます。セルには書式を設定できます。セル内のテ

キストにはテキスト書式を設定できます。
 

詳しくは 3–12 テーブルの作成と操作などを参照してください。
 

テーブル

差込

用紙 PDFにCSV形式のデータやMicrosoft Excel（Excel）で作成したデータ（データソース）を流し込む差
込フィールドを設定できます。差込テーブルは差込フィールドの機能をもつセルを行と列に並べたオブジ

ェクトです。印刷や PDF出力するとき、データソースを差込フィールドや差込テーブルに流し込んだ結果と
してページを作成します。差込フィールドや差込テーブルのセルをまとめて差込オブジェクトと呼ぶこと

があります。
 

1 製品の仕様
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